
２０１９年度 仲尾台中学校区９年間で育てる子ども像 「自律と自立ができる子」

重点的に育成したい資質・能力 言語能力（聴く・語る） 各教科で目指す子ども像（成長目標）

国語 社会 数学 理科 音楽 図工・美術 保健体育 技術 家庭 外国語

小
学
校

低学年
（１～２
年生）

自己紹介、挨拶、問答を
通してうなずいたりつぶ
やいたりしながら人の話
を最後まで聴くことがで
きる。相手のほうを向い
て言いたいことを区切っ
て、相手に聞こえるちょ
うどよい声の大きさで話
すことができる。

数や式，図や簡単な表や
グラフなど数学的に表現
したことについて，他者
の話を静かに聴くことが
できる．また，これらの
数学的表現を用いて表現
したことを自分の言葉で
説明することができる．

図で表されている楽譜
や身体表現を通して、
体験的に音楽要素を理
解できる。

友達の活動を見たり、つ
ぶやきを聞いたりして、
自分の見方や感じ方を広
げることができる。活動
したいことや表現したも
のの面白さや楽しさを伝
えることができる。

遊びを広げるために、
友達の良い動きを見つ
けたり、真似したりし
たことを発表すること
ができる。

身近な英語の表現や音
声を聞いて、英語を
使ったコミュニケー
ションに慣れ親しむ。

中学年
（３～５
年 生 前
半）

出来事の説明や学級会を
通して、自分の考えを比
べながら、相手の言いた
いことをわかろうとして
聴くことができる。聞き
手の反応を見ながら相手
に伝わっているかを確認
しながら話すことができ
る。

資料をもとに、根拠を
もって自分の考えを述
べることができる。聞
き手の反応を見ながら、
相手に伝わっているか
を確認しながら話すこ
とができる。

数や式，図や表やグラフ
など数学的に表現したこ
とについて，他者の説明
を聴いて理解することが
できる．また，これらの
数学的表現を用いて表現
したことを論理的に説明
することができる．

実験結果から何が言える
のか、文章にしたり、話
したりして表現すること
ができる。実験結果から
考えたことを、図を使っ
て表現することができる。
予想を確かめるための方
法を考えて、図や文章で
表現することができる。

楽曲を聴いたり、表現
したりする中で、自分
の考えと相手の考えを
比べながら、話し合う
ことができる。

関わり合う中で、活動し
たことや表現したものの
よさや面白さなどを感じ
取り、自分の作品にもい
かすことができる。関わ
り合う中で、活動したこ
とや表現したもののよさ
を相手に伝えることがで
きる。

課題解決のために、よ
り良い動きをみつけ、
友達と伝え合うことが
できる。

自分の考えや気持ちを
簡単な英語を使って伝
え合い、相手の内容を
推測して聞いたり、質
問したり答えたりする
ことができる。

高学年
（５年生
後半～６
年生）

紹介や報告、座談会、ポ
スターセッションを通し、
自分の考えをいつ話した
らよいのか、自分の出番
を考えながら聴くことが
できる。話し合いの論点
に沿って自分の出番を考
えて話すことができる。

他の人の意見を参考に、
それと関連させて自分
の考えを話すことがで
きる。話し合いの論点
をとらえながら、自分
の意見を述べることが
できる。

数や式，図や表やグラフ
など数学的に表現したこ
とについて，自分の考え
と比較・検討しながら他
者の説明を聴いて理解す
ることができる．また，
これらの数学的表現の中
で，より適切な表現方法
を用いて表現し，他者と
関わりながら論理的に説
明することができる．

考察場面では、友達の考
えに付け足すなど、合意
形成を目指して話し合う
ことができる。予想場面
では、お互いの予想の根
拠をよく聞き、相互理解
を目指して話し合うこと
ができる。複数のデータ
から、適切な物を選択し
て考察し、図や文章を
使って表現することがで
きる。複数のデータから、
適切な物を選択して考察
し、式、グラフと文章を
使って表現することがで
きる。

楽曲を聴いたり、表現
したりする中で、課題
に対して適切な助言を
し合い、表現に活かす
ことができる。

活動の中で、できた課題
に対して適切な助言をす
ることができる。互いに
感じ取ったり考えたりし
たことを伝え合い、見方
や考え方を深めることが
できる。

運動の特性を理解した、
お互いの課題をみつけ
指摘し合うことができ
る。

食生活において、野菜
をゆでるなど基礎的な
ことを踏まえて基本調
理に発展させることが
できる。自分の作りた
いものに応じて製作計
画を立て、実践を通し
て他者の意見を聞きな
がら粘り強く取り組む
ことができる。

分からない状況であっ
ても、相手とのやりと
り等を通じて内容を推
測しながら聴き、話や
状況の概要をつかむこ
とができる。実際のコ
ミュニケーションの場
面において活用できる
基本的な表現や技能を
身につけ、目的、場面、
状況等に応じて外国語
を使って伝えることが
できる。

中
学
校

前半
（１～２
年 生 前
半） 自分の考えやアイデア

を、製作品を通して他
人に伝え、驚きや喜び
を持って受け止めるこ
とができる。

後半
（２年生
後半～３
年生）

スピーチ、ディスカッ
ション、プレゼンを通し、
自分の立場や考えを明確
にして多様な考えを認め、
自分の考えを深めたり、
広めたりしながら人の話
を聴くことができる。相
手のことを考えて、場に
応じた話し方や言葉遣い
ができる。

様々な考えや意見を認
め、自分の考えを深め
たり、相手にわかるよ
うに伝えたりすること
ができる。

多様な数学的表現を用い
て表現したことについて，
自分の考えを深めたり広
げたりしながら他者の説
明を聴いて理解すること
ができる．そして，これ
らを批判的に捉え，妥当
性や信頼性を吟味するこ
とができる．また，数学
的表現を用いて表現した
ことについて，論理的に
説明し，他者の意見を踏
まえて統合的・発展的に
考察することができる．

多様な考えを認め、結果
やデータの分析から自分
の考えを深めたり広めた
りすることができる。他
者が分かるように自分の
考えを、グラフ・式・図
と文章を選択し組み合わ
せて表現することができ
る。

楽曲を聴いたり、表現
したりする中で、多様
な考えを認め、自分の
感じ取った楽曲の良さ
や、美しさを、他者に
伝えることができ、表
現を深めることができ
る。

よさや美しさについて感
じ取ったことを自分の言
葉で他者に伝えることが
できる。他者の意見を聴
き、多様な考えを認め、
作品の表現や感じ方を深
めることができる。

運動の特性を理解して、
安全に十分に配慮した
上で相手の気持ちを理
解し必要なアドバイス
のやりとりができる。

他者の考え方（多様
性）を認め、自分の製
作品にフィードバック
し、自分の考え方や思
いを、わかりやすく他
者に伝えあうことがで
きる。

他者の話を聴くことを
前提にして、自分の意
見を順序立てて述べる
ことができる。

コミュニケーションに
おける見方、考え方を
働かせて、話し手に配
慮しながら聴き、帰途
や情報をとらえ、自分
の考えを深めることが
できる。聞き手に配慮
しながら、目的、場面、
状況等に応じて話す内
容や自分の考えに見通
しをたてて、外国語を
使って伝えることがで
きる。


